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短報 

針葉樹バーク堆肥を用いたスギ育苗試験＊1 

― 培地の種類が苗木の生育に及ぼす影響 ― 

 

井上力＊2

 

 

はじめに 

 

九州地方において，スギのコンテナ苗は挿し木によって

生産されており，その培地には主にココナツハスクが使用

されている。しかし，価格の上昇や今後の安定的供給が不

安視されることから新しい培地の検討がされており，その

一つとして樹皮の培地利用が試みられている。宮崎県で販

売されているスギバーク 100％の培地では，挿し木は可能

であるものの，苗高及び根元径が大きくなりにくい問題が

あり，排水性，通気性を向上する資材を適切に混合するこ

とで改善を図っている（林野庁 2021，2022）。しかし，

検証事例が少なく，広範な普及にはより多くの検証が必要

である。加えて，バーク堆肥には日本バーク堆肥協会及び

全国バーク堆肥工業会の統一品質基準が設定されている

が，同じ樹種であっても抽出成分に個体差が大きいことか

ら，品質には地域差や個体差がみられ，製品ごとに特性が

異なる可能性がある（河田 1981）。 

そこで，本研究では，スギをコンテナに直挿しする場合

に適するバーク堆肥と他資材の配合の条件を明らかにす

るため，一般的に使用されるココナツハスク，鹿沼土（細

粒），バーミキュライトの 3 種類の材料とバーク堆肥で培

地を調製し，スギさし木コンテナ育苗を試みたので，その

結果について報告する。 

 

材料と方法 

 

供試材料のスギ品種は県姶良 20 号とし，2023 年 3 月と

6 月に荒穂を採取した。採取した穂は剪定鋏で 30cm の長

さに揃え，発根促進処理として穂木の基部をオキシベロン

液剤(バイエルクロップサイエンス株式会社，以下，オキ

シベロン)50％希釈液に 10 秒間浸漬し，採穂当日に 300cc

のマルチキャビティコンテナに充填した培地に直接挿し

つけた。 

 

 

 

 

 

コンテナ培地の種類は表 1 のとおりである。3 月挿しで

は，培地A～Hそれぞれの培地毎に 24本ずつ挿しつけた。

6 月挿しでは，前年度に行った事前研究において発根率が

低い結果となった培地 D，G，H を除いた培地に，各 24
本ずつ挿しつけた。バーク堆肥は鹿児島県のスギ，ヒノキ

の樹皮から作られたバーク堆肥（商品名：カゴシミンバー

ク，上野バーク林産加工株式会社）を使用した。 

育苗試験に用いたコンテナ培地には，培地量 1L 当たり

7g の緩効性被覆肥料（商品名：ハイコントロール 650（700
日タイプ），N：P：K=16：5：10，ジェイカムアグリ（株））

を配合した。挿しつけ後のコンテナは，当センターのガラ

ス温室内に置き，自動灌水装置下で 1 日 2 回 AM9:00 から

10 分間，PM1:00 から 5 分間灌水した。 

2024 年 3 月にコンテナから苗を抜き取り根が出ている

か確認した上で，発根率を求めた。 

苗木の成長量については， 3 月に全個体の苗高及び根

元径を計測し，異なる培地における苗高の差異を評価する

ため，ベイズ推定を用いた統計解析を実施した。 

サンプリング結果の要約として，各培地における苗高お

よび根元径の平均の 95%最高密度区間（HDI）を算出した。 

根の表面被覆率の計測方法として，画像処理ライブラリ

OpenCV（Ver4.6.0）を使用し，図 1 に示すように白黒化さ

れた画像から白色のピクセル数と全ピクセル数を計測し，

白ピクセル数÷全ピクセル数により表面被覆率を求めた。 

 

表 1 培地の種類 

 

 

 

 

 

*1 Inoue，C.：Study on raising Sugi (Cryptomeria japonica) cuttings using coniferous bark compost 
  －Effects of soil type on growth－. 
*2 鹿児島県森林技術総合センター資源活用部 

*2 Kagoshima Pref. Forestry Technology Center. Forest Resource Application div.,Aira 899-5302 Japan. 
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統計処理法に関しては成長量と同様の手法を採用した。 

また，育苗終了時に苗を地際から切り取り，根を含むコ

ンテナ培地の湿潤重量と絶乾重量を計測した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 OpenCV による画像処理の例 

 
結果と考察 

 
1 3 月挿し木試験 
 培地毎の発根率および規格得苗率(鹿児島県スギコンテ

ナ苗規格：苗高 35cm 以上，根元径 5mm 以上)を図 2 に示

す。対照区である培地 A より規格得苗率が高いのは培地 H
のみであり，培地 B～D は発根率および得苗率ともに低く，

培地 E～G の発根率は培地 A と同等以上であるものの，規

格得苗率は低くなった。 

次に，苗高に関して 95%HDI のフォレストプロットを

図 3 に示す。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

図 2 各培地の発根率及び規格得苗率（3 月挿し） 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 3 各培地の苗高平均の 95%HDI（3 月挿し） 

 95% HDI は，ベイズ統計で用いられる不確実性の指標

であり，この区間内で最もデータが分布する確率が高いと

いう範囲を意味する。フォレストプロット上の点は事後分

布の平均値，線は 95% HDI を表し，太線は 25%から 75%
の範囲を示している。フォレストプロット上にて対照区で

ある培地Aと培地B～Hの95%HDI区間の重なり具合は，

それぞれ 0.59，0.19，0.47，0.58，0.13，0.42，0.37 となり，

培地 A と C および F は群間に有意な差があると推察され

る。培地 A と H にも中程度の差がみられるが，他の培地 

については差は見られなかった。結果が最もよかった培地

G は培地 A と大きな効果量の差はなかったと考えられる。   

 同様に根元径に関しても，フォレストプロットを図 4
に示す。フォレストプロット上において対照区である培地

A と培地 B～H の 95%HDI 区間の重なり具合は，それぞれ

0.47，0.30，0.54，0.54，0.80，0.38，0.82 となり，培地 A
と C および G は群間に中程度の差がみられるが，他の培

地は，大きな差は認められなかった。全体的に培地間にお

ける根元径への影響に差は見られなかった。 

 最後に根の表面被覆率に関して，出荷に適した最低限の

基準である 27％（伊藤 2022)に比べ培地 A，B および F は

全て最低限の基準を満たしており，ほかの培地に関しても

おおむね基準を満たしていた。フォレストプロットを図 5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 各培地の根元径平均の 95%HDI（3 月挿し） 

 

図 5 各培地の根の表面被覆率平均の 95%HDI（3 月挿し） 

 

苗高(cm) 

根元径(mm) 

根の表面被覆率(%) 
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に示す。フォレストプロット上にて対照区である培地 A 

と 95%HDI 区間において重なっているのは，培地 F と G
のみでそれぞれ 0.10 および 0.12 であることからバーク堆

肥を使用した培地は根の張りに負の影響を与えていたが，

いずれの培地も規格をほとんどの苗が満たしているため，

実用上の影響は小さいと考えられる。 
3 月挿しについて総評すると対照区である培地 A（ココ

ナツハスク 90%：バーミキュライト 10%配合）と比較し

て，規格得苗率が高い培地 H（バーク堆肥 75%：バーミキ

ュライト 25%配合）は，若干苗高が劣る結果となった。一

方，苗高が同等以上である培地 G（バーク堆肥 50%：バー

ミキュライト 50%配合）は発根率が低いことから，対照区

より得苗率が劣るという課題がみられた。 
また，造林時の欠点として苗の湿潤重量（培地 A：平均

101.6g／本，培地 G：平均 131.9g／本，培地 H：平均 153.0g
／本）があげられた。絶乾重量（培地 A：平均 34.0g／本，

培地 G：平均 66.5g／本，培地 H：平均 72.1g／本）におい

ても同等の差があるため，原因は含水量の差ではなく，バ

ーク自体が重いためだとわかる。ココナツハスクの代用と

して安価なバーク堆肥を用いる際は，これらの欠点を考慮

しながら培地利用を検討する必要がある。 
 さらに，鹿沼土と混合した培地（培地 C および D）は

規格得苗率が低く，本条件下においては不適当であること

が示された。 
 培地ごとの成長量の差については，6 月挿しの結果をも

とにさらに考察を行なう。 
 
2 6 月挿し木試験 
 培地毎の発根率及び規格得苗率を図 6 に示す。培地 C
の規格得苗率は高く，対照区である培地 A を上回ってお 
り，事前研究時点でも同様の結果が得られていた。培地 C
は 3 月挿しでは規格得苗率が著しく低かったが，6 月挿し

では高い結果となった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

図 6 各培地の発根率及び規格得苗率（6 月挿し） 

 続いて，苗高について，培地 A および C は全ての苗に

おいて規格に達していた。一方，培地 E は規格値に達し

ていない苗が多かった。95%HDI のフォレストプロットを

図 7 に示す。フォレストプロット上にて対照区である培地

A と培地 B～F の 95%HDI 区間の重なり具合は，それぞれ

0.77，0.57，0.07，0.32 となり，培地 A と E の間に有意な

差があると推察できる。培地 A と F にも中程度の差がみ

られるが，他の培地は差がみられなかった。 

  同様に根元径に関しても，フォレストプロットを図 8
に示す。 

 フォレストプロット上で対照区である培地 A と培地 B
～H の 95%HDI 区間の重なり具合は，それぞれ 0.53，0.64，
0.56，0.29 となり，培地 A と F の間には差がみられるが，

いずれの処理区も規格を概ね満たしており，実用上の影響

は小さい。 

 最後に根の表面被覆率に関するフォレストプロットを

図 9 に示す。 

 フォレストプロット上にて対照区である培地 A と培地

B～F の 95%HDI 区間の重なり具合は，それぞれ 0.23，0.28，
0.35，0.32 となり，群間に中程度の差がみられる。3 月挿

しにおいては培地の差は根の表面被覆率に大きな影響を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7 各培地の苗高平均の 95%HDI（6 月挿し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 8 各培地の根元径平均の 95%HDI（6 月挿し） 

根元径(mm) 

苗高(cm) 
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与えていると考えられ，効果量も培地 B～F において対照

区である培地 A より大きく負の影響を与えていたが，6 月

挿しでは培地 C が培地 A より正の影響を与えていること

が確認された。 

6 月挿しについて，総評すると対照区である培地 A と比

べ培地 C は規格得苗率，苗高，根元径，根の表面被覆率

において同等以上の結果を示した。一本当たりの苗の湿潤

重量については，培地 A が 120.9g/本（乾燥重量：33.2 g/
本）であったのに対し，培地 C は 180.1g/本（乾燥重量：

94.0 g/本）と重くなるデメリットがあった。 
 3 月挿しと 6 月挿しにおいて，適した培地が異なった理

由は，それぞれの培地の特性と環境の違いによるものと考

えられる。バーク堆肥は保水性に優れているが，一度乾燥

するとはっ水性をもつことが知られており（河田 1981），
3 月上旬の乾燥した時期に挿した場合は保水性が高いバ

ーミキュライトが適し，排水性のよい鹿沼土では混合され

たバークがはっ水性を強く持ったと考えられる。一方，湿

度の高い 6 月における挿し木ではバーク堆肥は保水性が

高い状態であるため，排水性に優れた鹿沼土（培地 C）が

適していたと推察される。 

 

まとめ  
 
 本研究では，バーク堆肥を含む培地の特性と，それが苗

木の成長および発根に与える影響を 3月挿しおよび6月挿

しの条件下で評価した。結果から以下の知見が得られた。 

 

１ 発根率および規格得苗率の差異 

 3 月挿しでは，対照区である培地 A（ココナツハスク

90%：バーミキュライト 10%配合）および培地 H（バーク

堆肥 75%：バーミキュライト 25%配合）が最も高い規格

得苗率を示した。培地 C（バーク堆肥 50%：鹿沼土 50%
配合）の規格得苗率は低かったが，6 月挿しでは培地 C が

培地 A を上回る結果を示した。この違いは，3 月と 6 月の

湿度の違いが挿し木から発根までの期間にバークの保水

性や排水性に影響を与えたものと考えられる。 

 

2 苗高および根元径への影響 

 苗高については，3 月挿しでは培地 G（バーク堆肥 50%：
バーミキュライト 50%配合）が最も高い成長率を示したが，

6 月挿しでは培地 B（バーク堆肥 100%）および培地 C が

培地 A と同等以上の結果を示した。根元径に関しては，3
月，6 月挿しいずれも培地間に大きな差は見られなかった。 

 

3 根の表面被覆率 

 根の表面被覆率において，3 月挿しでは，対照区である

培地 A が最もよかったが，6 月挿しでは培地 C が培地 A
を上回る結果を示した。 

 

4 バーク堆肥の課題と可能性 

 バーク堆肥を使用した培地は，ココナツハスクを主成分

とする培地 A に比べて価格面での利点がある一方，苗の

重量の増加などの課題が明らかになった。特に 3 月挿しで

は，バーク堆肥を多く含む培地の発根率や規格得苗率が低

下する傾向が見られた。以上の結果から，バーク堆肥を使

用した培地は，季節や環境条件に応じた適切な配合を行う

ことで，ココナツハスクの代替材として有効活用できる可

能性が示された。今後の課題として，バーク堆肥のはっ水

性軽減や，他の補助材との組み合わせによる性能向上が挙

げられる。 
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図 9 各培地の根の表面被覆率平均の 95%HDI（6 月挿し） 

 

根の表面被覆率(%) 
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資料 

土壌用界面活性剤を用いたスギ挿し木育苗試験＊1 

 

井上力＊2 

 

 

はじめに 

 
 九州地方におけるスギのコンテナ苗生産では，主に挿し

木が採用されており，その生産現場ではココナツハスクな

どの有機物系培地が広く利用されている。このような有機

物系培地は軽量で取り扱いが容易である反面，一度乾燥す

るとはっ水性を示し，水を弾く性質を持つ。また，スギの

挿し木発根性は培地の透水性と保水性の性質による影響

が大きいことがわかっている（大平ら 2016）。そのため，

培地が乾燥によりはっ水性を有することになるのは，発根

率低下の一因となりうる。  
 さらに，ココナツハスクの価格上昇や今後の安定的供給

が不安視されることから，その代替品としてバーク堆肥の

利用が試みられている（林野庁 2021， 2022）。バーク堆

肥は入手しやすく，保水性を有しており土壌改良剤として

有用ではあるが，はっ水性に関してはココナツハスクと同

様の問題が指摘されている。このような背景から，はっ水

性を低減し，効率的かつ安定した水分供給を可能にする技

術の開発が求められている。 
 本研究では，スギコンテナ苗の生産における培地のはっ

水性問題に着目し，その解決手段として土壌用界面活性剤

を利用した試験を行った。はっ水性をもつ物質は，通常水

と接触すると水滴が弾かれるが，界面活性剤を加えること

で，表面張力が低下し，物質と水の接触が促進される。こ

の現象は「表面活性効果」と呼ばれ，水分子が土壌粒子に

付着しやすくなることを意味する。 
 石黒ら（2005）によると，界面活性剤の混入により無機

質土壌では浸潤速度は減少する一方，疎水性表面を持つ有

機質土壌では逆に浸透速度が増加する。しかし，特定の有

機質土壌においては，界面活性剤の効果により膨潤・分散

が促進され，水の浸透が抑制されることもあることが示さ

れている。 
 
 
 
 
 

 
 界面活性剤を用いた試験としてはスギ樹皮に界面活性

剤を用いたシクラメン生育試験（橋本 2011）があるが，

スギの挿し木試験にて界面活性剤を利用した調査はみら

れない。そこで，界面活性剤の添加がスギ挿し穂の発根率

に及ぼす効果を明らかにすることを目的とし，試験を行っ

た。 

 
材料と方法 

 
本試験は，鹿児島県森林技術総合センター（以下，当セ

ンター）で実施した。 
供試材料のスギ品種は県姶良 3 号とし，2024 年 3 月に

採取した穂を剪定鋏で 30cm の長さに揃え，コンテナ培地

に 226 本挿しつけた。挿し付けは採穂当日に行い，発根促

進剤にオキシベロンを使用した。 
 使用した培地は以下のとおりである。 
①ココナツハスク 90％：バーミキュライト 10% 
②市販の針葉樹バーク堆肥（商品名：カゴシミンバーク，

上野バーク林産加工株式会社）を 100%使用したもの（以

下，バーク堆肥 100%） 
③市販の針葉樹バーク堆肥にバーミキュライトを 50%配

合したもの（以下，バーク堆肥 50％：バーミキュライト

50% 
④森林組合で発生したスギ樹皮を堆積し，尿素を加えて切

り返しを行い 1 年経過後，ふるいにて粒度別に 3 区分に分

けたもの（以下，スギ樹皮） 
育苗試験に用いたコンテナ培地には，培地量 1L 当たり 

7g の緩効性被覆肥料（商品名：ハイコントロール 650（700 
日タイプ），N：P：K=16：5：10，ジェイカムアグリ（株）） 
を配合した。挿し付け後のコンテナは，当センターのガラ 
ス温室内に置き，自動灌水装置下で管理した。散水スケジ

ュールは，AM9:00 から 10 分間，PM1:00 から 5 分間に実 
 
 
 
 
 

*1 Inoue，C.：Evaluation of Sugi (Cryptomeria japonica) cutting propagation using surfactants in nursery trials. 
*2 鹿児島県森林技術総合センター資源活用部 

*2 Kagoshima Pref. Forestry Technology Center. Forest Resource Application div.,Aira 899-5302 Japan. 
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施した。 
104 本の苗木に対して界面活性剤（商品名：イリゲイド

51，（株）トモグリーン・ケミカル）を 5,000 倍に水で希

釈し，月に 1 回 3 月～5 月まで散布を行った。なお，本研

究と同様に界面活性剤を利用した場合の苗木 1 本当たり

にかかる追加費用は 1～2 円程度であり，コスト面では実

用化に向けて大きな負担にならないと考えられる。 
2025 年 12 月にコンテナ内の根の状況を確認し，発根率

を求めた。 

本研究においては，サンプルサイズが小さい場合でも高

い精度で推定を行い，結果の不確実性を明示的に扱うこと

ができる利点を持つベイズの AB テストを選択した。 
観測データは，界面活性剤を使用した場合（グループ B）

と使用しなかった場合（グループ A）の 2 つの条件におけ

る発根の有無に基づくものである。両グループの発根率を

それぞれ確率パラメータ pa および pb とし，これらの差 
Δp=pb−pa を主要な推定対象とした。  

確率パラメータ pa および pb の事前分布としては，ベ

ータ分布を採用した。観測データについては，二項分布に

従うと仮定し，データをモデルに組み込んだ。解析結果と

して，差分パラメータ Δp の事後分布を得た。この分布

を基に，Δp が 0 以上（すなわち，界面活性剤ありの方が

発根率が高い）となる確率を算出し，効果の確率的評価を

行った。 

 
結果と考察 

 
1 ココナツハスクを用いた試験 
図 1 にココナツハスク 90％：バーミキュライト 10%の

培地においてベイズを用いた AB テストの結果を示す。図

のように 1 点の最尤値でなく，確率分布として値を確認す

ることができる。グループ A（界面活性剤なし）は，発根

あり 12 個体，発根なし 5 個体（発根率約 71%）であり，

グループ B（界面活性剤あり）は，発根あり 24 個体，発

根なし 3 個体（発根率約 89%）であった。事後分布から，

グループ B（界面活性剤あり）の発根率がグループ A（界

面活性剤なし）よりも高い確率は約 93.61%であった。こ

の結果に基づき，界面活性剤の使用が発根率に対してポジ

ティブな効果を示すと評価される。確率密度の最大値にお

ける効果量は約 18%と推定され，この確率密度分布は 0
を越える部分が顕著であり，界面活性剤が発根率向上に寄

与する可能性が高いことを示している。 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 AB テスト結果（ココナツハスク 90％： 
バーミキュライト 10%） 

 

2 市販バーク堆肥を用いた試験 
 図 2，3 にバーク堆肥 100%及びバーク堆肥 50％：バー

ミキュライト 50%，それぞれの培地にてベイズを用いた

AB テストの結果を示す。バーク堆肥 100%培地における

グループ A（界面活性剤なし）は，発根あり 9 個体，発根

なし 5 個体（発根率約 64%）であり，グループ B（界面活

性剤あり）は，発根あり 11 個体，発根なし 1 個体（発根

率約 92%）であった。事後分布から，グループ B（界面活

性剤あり）の発根率がグループ A（界面活性剤なし）より

も高い確率は約 94.53%であった。この結果に基づき，界

面活性剤の使用が発根率に対して有意にポジティブな効

果を示すと評価される。確率密度の最大値における効果量

は約 22%と推定され，この確率密度分布は 0 を越える部分

が顕著であり，界面活性剤が発根率向上に寄与する可能性

が高いことを示している。 
 一方，バーク堆肥 50％：バーミキュライト 50%培地に

おけるグループ A（界面活性剤なし）は，発根あり 12 個

体，発根なし 4 個体（発根率約 75%）であり，グループ B
（界面活性剤あり）は，発根あり 7 個体，発根なし 2 個体

（発根率約 78%）であった。事後分布から，グループ B
（界面活性剤あり）の発根率がグループ A（界面活性剤な

し）よりも高い確率は約 51.73%であった。この結果に基

づき，界面活性剤の使用が発根率に対してポジティブな効

果もネガティブな効果も示す可能性は低いと評価される。

バーミキュライトは層状の鉱物で，表面が親水性であり，

水との親和性が高く界面活性剤がなくとも十分な親水性

をもっていたことが一因であると推察される。 
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図 2 AB テスト結果（バーク堆肥 100%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 AB テスト結果（バーク堆肥 50％： 
バーミキュライト 50%） 

 

3 スギ樹皮を用いた粒度別試験 
 野積みしたスギ樹皮を粒度別に分けた培地の発根率を

表１に示す。粒度は中間の値の培地が界面活性剤を添加し

ない条件下では最も発根率が高いことがわかる。これは，

粒度が小さすぎるとスギ樹皮において表面から水が浸透

しにくくまた排水性も悪いこと，粒度が大きすぎると保水

性がたりず，乾燥しやすいことが原因と考えられる。 
粒度が小さいスギ樹皮においては，グループ A（界面活

性剤なし）は，発根あり 12 個体，発根なし 5 個体であり，

グループ B（界面活性剤あり）は，発根あり 9 個体，発根

なし 0 個体であり，AB テストの結果からも界面活性剤の 
効果が大きくみられている（図 4）。これは，界面活性剤

の効果により水はけの改善が寄与したと考えられる。 
 粒度が中程度のスギ樹皮は，グループ A（界面活性剤な

し）は，発根あり 20 個体，発根なし 4 個体であり，グル

ープ B（界面活性剤あり）は，発根あり 14 個体，発根な

し 2 個体と，もとより良い結果であったためか AB テスト

においても界面活性剤による大きな改善はみられなかっ

た（図 5）。 
 粒度が大きいスギ樹皮は，グループ A（界面活性剤なし）

は，発根あり 25 個体，発根なし 9 個体であり，グループ

B（界面活性剤あり）は，発根あり 23 個体，発根なし 8
個体と発根率に変化はなく，AB テストにおいても界面活

性剤による差はみられない（図 6）。これは粒度が大きい

と空隙が大きく，空隙の改善は界面活性剤にはできないた

めと推察される。 
 

表 1 粒径，界面活性剤の添加の有無ごとの発根率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 AB テスト結果（スギ樹皮小粒径） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 AB テスト結果（スギ樹皮中粒径） 

粒度vs界面活性剤 添加なし 添加あり
小粒径(0.50cm未満) 71 100
中粒径(0.50cm～0.75cm) 83 88
大粒径(0.75cm～1.00cm) 74 74

発根率（%)
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図 6 AB テスト結果（スギ樹皮大粒径） 

 

まとめ  

 

 本研究では，スギのコンテナ苗生産における培地の

はっ水性問題に対する解決策として，界面活性剤を使

用した効果を評価した。試験には，ココナツハスク，

バーク堆肥，バーミキュライト，スギ樹皮を用い，そ

れぞれにおける界面活性剤の影響を検討した。 

 まず，ココナツハスクとバーミキュライトを用いた

試験では，界面活性剤の添加が発根率に有意なポジテ

ィブな効果を示し，発根率の向上が確認された。特に

ココナツハスクの試験においては，界面活性剤を使用

したグループの発根率が約 18％の改善を示した。これ

により，界面活性剤がはっ水性の低減を促進し，発根

率の向上に寄与することが示唆された。 

 一方，市販のバーク堆肥を用いた試験では，界面活

性剤が発根率に与える影響は，培地の配合によること

が示唆された。バーク堆肥単独では界面活性剤が発根

率の向上に寄与したが，バーク堆肥とバーミキュライ

トを 50％ずつ配合した培地では，界面活性剤の効果は

見られなかった。この結果から，バーミキュライトが

すでに水との親和性が高く，界面活性剤の効果を十分

に発揮させる余地がなかったことが示唆される。 

 さらに，スギ樹皮を用いた粒度別の試験では，粒度

が中程度の培地は界面活性剤なしの条件下で最も高い

発根率を示したが，界面活性剤による大幅な改善は見

られなかった。小粒度のスギ樹皮においては，界面活

性剤なしだと排水性が悪く発根率が低いが、界面活性

剤の添加により水はけの改善が観察され，発根率が向

上した。逆に，大粒度のスギ樹皮では発根率に変化が

なく，界面活性剤が水分供給の改善に寄与しなかった

ことが示唆された。 

 本研究の結果は，界面活性剤が発根率の向上に有効

であることを示すとともに，培地の親水性や粒度がそ

の効果に大きく影響することを確認した。界面活性剤

の適用は，はっ水性をもつ培地や粒径が小さく水はけ

が悪い培地において有効であり，スギの発根率を向上

させるための有力な手段となる可能性がある。しかし，

すべての培地で発根率の向上が見られるわけではなく，

また，本研究はサンプル数が少なく，単一年度におけ

る試験にとどまっている点が挙げられる。したがって，

異なるスギ品種や異なる年度での追加検証が必要であ

り，より広範なデータを得ることによって，界面活性

剤の効果の一般性を確認する必要がある。 
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資料 

リョクチクの開花前後の状況＊1 

 

濵田肇次＊2 神之門晃＊3 

 
はじめに 

 
台湾で「たけのこの王様」と呼ばれているリョクチク（緑

竹，Bambusa oldhamii Munro）は，連軸型の地下茎で株立

ちするため，単軸型のモウソウチクなどに比べて地下茎が

拡がらず畑などで管理しやすい。一方，熱帯性竹類のため

寒さに弱い特徴を持っている。6 月後半から 9 月末頃まで

がたけのこの収穫時期で，出水地域では「夏たけのこ」と

して販売されている。たけのこはエグ味が少なく，生でも

食べられる（写真 1）。鹿児島県には，昭和 40 年代に自家

消費用として奄美大島に導入され，県本土には昭和 60 年

頃に旧根占町で本格的に栽培され始め，県内各地に拡がっ

た。中でも，日置市日吉町は主要な生産地で，日吉緑竹会

では春頃に株分けした株苗の販売も行っており，リョクチ

ク栽培の成功例と言われている（五嶋ら 2006）。 
リョクチクの開花については，過去には，沖縄県林業試

験場でリョクチクの開花が記録されている（外間 1958）
程度で情報は少ないが，2023 年 11 月頃から本県の各地点

でリョクチクの開花が確認された。県本土に導入されて

40 年間で初めての事象であり，たけのこの収穫量に影響

が及ぶ事象のため，開花前後の状況について記録し，対策

の基礎資料とする。併せて他地域の開花情報を収集したの

で，その結果について報告する。 

 
開花情報 

 
県内のリョクチク開花情報は，2025 年２月現在におい

て，5 地域 22 か所であった（図 1）。しかし，リョクチク

の栽培場所や生産者の情報が乏しいため，実際にはさらに

多くの場所で同時期の開花があったと推察される。1 か所

の栽培地で全株が開花している場所は無く，株開花率は栽

培地によって 10～80％とバラツキが見られた（表 1）。 
 
 
 
 

 
他県では，熊本県や長崎県，静岡県でも日吉町緑竹会か

ら移植した株が 2023年 11月頃に開花したとの情報が得ら

れた。他に，静岡県の富士竹類植物園では奄美から移植し

た株が 2023年 12月に開花した（竹林景観ネットワーク）。 
2024 年 4 月に台湾で開催された「世界竹会議」に出席

した研究者によれば，台湾でも同時期にリョクチクの開花

が見られた。 

 
写真 1 リョクチクの断面 

 
図 1 県内のリョクチク開花地点 
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表 1 県内のリョクチクの開花情報 

位置NO. 場所 か所数 確認時期 株開花率
❶ 日置市日吉 15か所 2023年11月 10〜50％
❷ 出水市高尾野 ４か所 2024年1月 60〜80％
❸ 阿久根市鶴川内 １か所 2024年2月 80%
❹ 薩摩川内市東郷 １か所 2024年3月 80%
❺ 指宿市新西方 １か所 2024年3月 50%  

 
開花前の状況 

 
 開花の原因については，周期説が有力だが，開花の時期

が早まるかは外的環境も複合的に影響していると考えら

れている（室井 1987）。そこで，1998 年に結成され，26
年間で初めてリョクチクが開花した日吉町緑竹会に協力

をいただき，開花までの気象状況およびリョクチクの時系

列状況を記録した（図 2）。2023 年１月の大雪では，3～5cm
の積雪となり，気象庁の東市来観測地点において日最低気

温が 2 日連続で－2.6 度以下が続き，熱帯性のリョクチク

にとって，かなりの外的ストレスがあったと思われる。5
月の着葉では下葉が小さいものが多く見られ（写真 2），
たけのこ収穫開始時期は例年より 10 日程遅かった。8 月

の台風 6 号は本土に長時間停滞し，強風により根が起き上

がる株が見られた。2023 年の出荷量は，規格に合わない

細い竹（写真 3）が多く出たため，直近 5 年間に比べて少

なかった（表 2）。ここで言う規格とは，長さ 20cm 以下，

重さ 150g 以上で地表面から 2cm 未満しか出ていないこと

を示す。規格外のたけのこは，地元直売所や自家消費用に

なり，その量は収穫量の 3 分の 1 であった。また，2023
年の降水量は 9 月と 11 月が直近 5 年間の平均に比べて少

なかった（図 3）。冷害や風害，干害などのどの要因が開

花に影響しているか分からないが，2023 年は多くの外的

ストレスがあり，11 月に開花が確認された（写真 4）。 

 
開花後の状況 

 
 竹は種類ごとに開花規模や開花竹の生死，結実の有無，

再生竹の発生などの開花様式が異なる（濵田 1996）。リョ

クチクの開花様式については文献が少ないため，気付いた

点を記録した。花序への小穂の付き方が 2～3 個ずつ，4
～5 個ずつ，多数の 3 通りあった（写真 5）。 
 遠方から見ると全ての株が枯れているように見える（写

真 6）が，株の数本の稈だけが開花したものや株の全稈が

開花したものまで，株ごとに開花度合いが異なっており，

マダケのような全面開花ではなく，リョクチクは部分開花

と全面開花の両方があった。全稈が開花した株は全体の 3

～4 割であった。 
2024 年 4 月時点では開花後の小穂は柔らかく，いくつか

裂いてみると，雄しべが中にある状態であった。7 月には

多くの小穂が落下したが，中身は空で，結実したものは見

つけられず，2025 年 2 月時点でも結実した穂を見つけら

れなかった（写真 7）。マダケのように結実をほとんどし 
ないと思われる。 

 

写真 2 通常の下葉（左）と開花直前の下葉（右） 

写真 3 株から出る細い竹 

図 2 開花前の状況 
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2024 年の日吉緑竹会のリョクチク出荷量は 7 月 507kg，

8 月 467kg，9 月 255kg で合計 1,229kg であった。開花直前

の 2023 年と同程度で，例年の収穫量まで回復していなか

った。全稈が開花・枯死した株からは，たけのこは出なか

った。 
 開花・枯死した株を 2024 年 4 月，2025 年 2 月の 2 回，

地下茎の生死を確認するために掘ったところ，2025 年 2
月時点では細根が生きており，細いシュートもいくつか出

ていたため，地下茎は枯れてはいないことがわかった。今

後，モウソウチクのように地下茎も枯れてしまうのか，マ

ダケのように地下茎から新たな再生竹が生えるのか経過

観察が必要である。 
 

開花への対策 
 
開花への対策として，全稈が開花・枯死した株は，掘り

起こした後に，開花していない株から株分けして移植した。

部分開花した株から出た細い竹は切らずに残し，光合成に

よる地下茎への養分貯留を促した。その他，リョクチクの

栽培方法や増殖方法を参考に対応した（鹿児島県森林技術

総合センター 1995，1996）。今後，開花しなかった稈は

数年のうちに開花するのか，開花しなかった株から株分け

した移植株は開花するのか継続調査する必要がある。 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
引用文献 

 
五嶋大真，秋山邦裕（2006）鹿児島県中山間地域における

緑竹導入の成功要因-日吉町緑竹会の事例分析-．鹿児

写真 4 リョクチクの開花 

写真 6 リョクチク開花全景（2024 年 1 月） 

写真 7 落下した小穂（2025 年 2 月） 

写真 5 リョクチクの花序 

図 3 月降水量（気象庁地点:東市来） 

 表 2 リョクチク規格品の出荷量（kg）
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資料 

鹿児島県におけるソテツシロカイガラムシによるソテツ被害状況＊1 

 

東正志＊2 

 

 

はじめに 

 
 鹿児島県本土の南西に位置する奄美大島では，外来侵入

種であるソテツシロカイガラムシ（Aulacaspis yasumatsui）に
よるソテツ（Cycas revoluta Thunb.）の葉の吸汁被害が発生して

いる。本種は，2022年11月にその生息が国内で初めて確認さ

れたところであるが，侵入後2年以上が経過し，これまでの被

害地調査により，その被害は奄美大島全域に拡大していること

が確認されている（東ら，2025）。奄美大島においては，ソテ

ツは緑地帯や公園等に植栽されている他，海岸崖地等に多く自

生しており，群落を形成している箇所も存在する。 
一方で，奄美群島の他，鹿児島県本土にもソテツ自生地があ

る（鹿児島県教育委員会，2022）。また，県本土や種子島にも

緑地帯や公園等に植栽されているソテツが多く見られることか

ら，本種の侵入を警戒する必要がある。 
そこで，本報では鹿児島県本土及び種子島におけるソテツシ

ロカイガラムシの侵入状況について，令和6年6月から令和7
年2月までの調査結果を報告する。 
 

調査地と方法 
 

 調査は令和 6 年 6 月～令和 7 年 2 月に実施し，ソテツシ

ロカイガラムシ虫体のソテツへの付着状況を目視により

確認した。 
1 ソテツ自生地の調査 
鹿児島県本土では，薩摩半島南端の指宿市山川，南さつ

ま市坊津町，大隅半島の南大隅町佐多，肝付町内之浦の計

4 箇所にソテツの自生地があり（写真 1），自生の北限地

として天然記念物に指定されている（鹿児島県教育委員会，

2022）。 
これらの自生地において，接近できるソテツについて

はソテツシロカイガラムシ虫体の付着状況を目視により 
 
 
 
 
 

確認した。なお，自生地はソテツが群生しており，海岸

部の崖地など接近できない箇所についてはソテツシロカ

イガラムシの吸汁被害による葉の黄変について，双眼鏡

による観察により被害状況を確認した。 
 

           
写真 1 ソテツ自生地の状況（県本土） 
左：南大隅町佐多，上：肝付町内之浦 

 
2 植栽ソテツの調査 
ソテツシロカイガラムシ被害が発生している奄美大島 

との県本土における空の玄関口である鹿児島空港敷地内

に植栽されているソテツや，海の玄関口である奄美航路フ

ェリーターミナルがある鹿児島港新港区敷地内に植栽さ

れているソテツを対象に調査した。さらに，近年は大型ク

ルーズ船の寄港が増えている（鹿児島県，2016）ことから，

主な寄港地であるマリンポートかごしま敷地内に植栽さ

れているソテツについて調査した（写真 2）。また，これ

らの調査箇所と併せて県本土各地の緑地帯や公園等に植

栽されているソテツも調査対象とした。 
 
 
 
 
 
 

写真 2 ソテツの植栽状況（県本土） 
左：鹿児島空港，右：マリンポートかごしま 

 
 
 
 
 

*1 Higashi, M.：Investigation of the damage to cycad caused by the Aulacaspis yasumatsui in Kagoshima Prefecture's mainland 
and Tanegashima island. 

*2 鹿児島県森林技術総合センター森林環境部 
*2 Kagoshima Pref. Forestry Technology Center. Forestry and Environment div.,Aira 899-5302 Japan. 
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また，種子島においては，空の玄関口である種子島空港

及び海の玄関口である西之表港を中心に調査した（写真

3）。 
これらの植栽地において，接近できるソテツについては

ソテツシロカイガラムシ虫体の付着状況を目視により確

認した。なお，調査位置については図 1 に示す。 
 

 
 

 
 
 

写真 3 ソテツの植栽状況（種子島） 
     左：種子島空港，右：西之表港 

 

調査結果 
 

結果を表 1 に示す。令和 6 年 6 月から令和 7 年 2 月にか

けて県本土及び種子島のソテツを調査した結果，計 30 箇

所の調査地において，ソテツシロカイガラムシ虫体の付着

及び葉の変色被害は確認されなかった。 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6/23 9/19 9/23 10/5 11/6 12/5 12/25 12/11 1/27 2/7 2/21 2/25
1 指宿市山川 指宿市山川 数百 なし なし 双眼鏡による目視
2 南さつま市坊津町 南さつま市坊津町 数十 なし なし 駐車場付近目視
3 南大隅町佐多 南大隅町佐多 数百 なし 田尻漁港先標柱付近目視
4 肝付町内之浦 肝付町内之浦 数百 なし 火埼灯台付近目視
5 鹿児島空港 霧島市溝辺町麓 23 なし なし なし なし
6 上床公園 霧島市溝辺町麓 3 なし なし
7 鹿児島港新港区 鹿児島市本港新町 32 なし なし
8 マリンポートかごしま 鹿児島市中央新港 54 なし
9 鹿児島県立博物館 鹿児島市城山町 1 なし
10 007撮影記念碑 南さつま市坊津町秋目 1 なし なし
11 小原國芳生誕地公園 南さつま市坊津町久志 4 なし なし
12 久玉神社 南さつま市坊津町泊 2 なし なし
13 しおざい公園 南さつま市坊津町泊 2 なし なし
14 太鼓橋公園 南さつま市坊津町坊 7 なし なし
15 耳取峠公園 南さつま市坊津町坊 5 なし なし
16 火之神公園 枕崎市火之神岬町 18 なし なし
17 番所鼻自然公園 南九州市頴娃町別府 11 なし なし
18 瀬平公園（北駐車場） 南九州市頴娃町郡 3 なし なし
19 ヘルシーランド駐車場入口 指宿市山川福元 10 なし なし
20 竹山神社 指宿市山川福元 3 なし なし
21 指宿市役所 指宿市十町 2 なし
22 道の駅いぶすき 指宿市小牧 20 なし なし
23 226号線沿い前之浜展望所 鹿児島市喜入町前之浜 6 なし なし
24 道の駅根占 南大隅町根占山本 1 なし
25 ふれあいパーク佐多 南大隅町佐多馬籠 3 なし
26 佐多岬公園展望台 南大隅町佐多馬籠 5 なし
27 西之表港 西之表市西町 24 なし
28 種子島空港 中種子町増田 42 なし
29 坂井公園 中種子町坂井 8 なし
30 前之浜海浜公園 南種子町西之 5 なし

自生地

離島

薩摩

種子島

植栽地

県本土

薩摩

大隅

大隅

備考名称 場所
ソテツ
株数

番号
各調査日における虫体付着状況
令和6年 令和7年区分1 区分2 区分3

図 1 鹿児島県本土及び種子島におけるソテツ

シロカイガラムシ被害状況調査位置図 

表 1 鹿児島県本土におけるソテツシロカイガラムシ被害状況調査結果 
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なお，肝付町内之浦の自生地では，令和 6 年 12 月 11 日

の調査において，ソテツシロカイガラムシと形態がよく似

たカイガラムシの付着が複数のソテツで確認されたこと

から，採取したサンプルの同定を鹿児島大学に依頼したと

ころ，バラシロカイガラムシ（Aulacaspis rosae）であるこ

とが判明した。 

 
まとめ 

 
 鹿児島県本土のソテツ自生地及び植栽地，また種子島の

植栽地において，今回の調査ではソテツシロカイガラムシ

虫体の付着及び葉の変色被害は確認されなかった。 
 奄美大島において，本種によるソテツ被害は島内全域に

拡大している。今回の調査では鹿児島県本土及び種子島へ

の本種の侵入は確認されなかったが，これらの地域ではソ

テツは自生地のほか多くの箇所に植栽されていることか

ら，ソテツシロカイガラムシの侵入に警戒し，引き続き定

期的なモニタリングを継続する必要がある。 
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他誌掲載論文 

《論文》つる性外来種シノブボウキによるモクマオウ林の更新阻害 

片野田逸朗・畠中雅之・米森正悟 
 

【掲載誌】九州森林研究 第 77 号   

 

奄美大島のモクマオウ林において，シノブボウキの未繁茂林分と繁茂林分で植生調査と毎木調査を行い，シノ

ブボウキがモクマオウ林の更新に与える影響を調べた。未繁茂林分では，樹勢が衰退した高木層のモクマオウに

代わってアカギやアカテツなどが亜高木層で優占するなど，モクマオウ林における更新が進行していた。一方，

繁茂林分では林冠ギャップが形成されたまま，シノブボウキが低木層や草本層のアカギやアカテツなどの更新木

やその他樹種のほぼ全てを被圧しながら林床を覆い尽くしていた。繁茂林分のシノブボウキはギャップ形成前後

に林内に侵入し，明るい環境下で急速に繁茂したものと推察された。シノブボウキが繁茂したモクマオウ林では，

更新木の成長が継続的に阻害されることで，海岸防災林の機能が低下した状態が続くと考えられることから，シ

ノブボウキの駆除と在来種の植栽等による更新補助作業を早急に実施する必要がある。 

 

 

《論文》鹿児島県におけるヤマザクラ個体群の形質的変異と地域性苗木の必要性 

片野田逸朗・ 答院宥樹・勝木俊雄 

 

【掲載誌】九州森林研究 第 77 号  

 

鹿児島県におけるヤマザクラ（Cerasus jamasakura）個体群の形質的変異を明らかにするため，大隅

半島と種子島のヤマザクラ個体群の花序と新葉の 9 形質を測定し，既報の薩摩半島西南部の笠沙と県北

部の大口を含めた 4 個体群の形質的変異を調べた。多重比較検定では，種子島と大口で 7 形質，種子島

と大隅で 6 形質，笠沙と大口で 5 形質に有意差がみられた。新葉の色では種子島と笠沙，大隅と大口の

特徴が一致していた。主成分分析では，種子島と大口は花の各器官のサイズを表す第 1 軸の両端に離れ

ていたが，その間に笠沙と大隅が位置したことで 4 個体群の形質的変異は連続的となった。これら 4 個

体群は，ツクシヤマザクラ（var. chikusiensis）と変種ヤマザクラ（var. jamasakura）の間に連続的

な形質的変異を伴って存在するヤマザクラの地域変異として捉えるべきと考えた。鹿児島県内には形質

的変異のあるヤマザクラ個体群が地域的に存在することから，その遺伝子攪乱を防ぐために地域性苗木

の利用を広く周知する必要がある。 

 

 

 

 

 


